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平成22年 10月 8日 

各  位 

 

会 社 名      株 式 会 社  大  庄 

代 表 者 名      代表取締役社長  平  辰 

（コード番号 ９９７９ 東証第1部） 

問 合 せ 先      専務取締役管理本部長 水野 正嗣 

（ＴＥＬ０３－５７６４－２２２９） 

 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社の平成22年 8月期決算において、下記の通り特別損失の計上を行いますので、その概要をお知らせす

るとともに、平成22年8月期（平成21年 9月1日～平成22年 8月31日）の業績予想（連結・個別）を下

記の通り修正いたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

 当社は、平成22年8月期において下記の通り特別損失の計上を行います。 

（１）連結 

 合計で１，１７３百万円の特別損失を計上いたします。詳細は下記の通りです。 

① 減損損失     ７４１百万円 

  最近の業績動向及び今後の見通しを踏まえ、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、店舗設備資産

等の減損処理を計上いたします。（該当店舗は３６店舗） 

②固定資産除却損   ３２３百万円 

  店舗改装等に伴う資産の除却・解体工事費用を計上いたします。 

③店舗関係整理損    ５９百万円 

  店舗閉鎖等に伴う現状復帰工事費用等を計上いたします。 

④固定資産売却損    ４８百万円 

  店舗閉店時に売却した設備の売価と簿価の差額等を計上いたします。 

 

（２）個別 

 合計で９２６百万円の特別損失を計上いたします。詳細は下記の通りです。 

① 減損損失      ６９１百万円 

  最近の業績動向及び今後の見通しを踏まえ、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、店舗設備資産

等の減損処理を計上いたします。（該当店舗は３５店舗） 

②固定資産除却損   １４０百万円 

  店舗改装等に伴う資産の除却・解体工事費用を計上いたします。 

③店舗関係整理損    ４９百万円 

  店舗閉鎖等に伴う現状復帰工事費用等を計上いたします。 

④固定資産売却損    ４５百万円 

  店舗閉店時に売却した設備の売価と簿価の差額等を計上いたします。 
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２．平成22年 8月期（通期）の業績予想の修正 

（１）連結 

 (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成22年3月23日発表） 

85,650 △380 460 △270 △13円09銭

今回発表予想（Ｂ） 83,711 △1,487 △729 △1,545 △79円93銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,939 △1,107 △1,189 △1,275   ―

増減率（％） △2.3    ―    ―    ―   ―

前期(平成21年8月期)実績 86,867 579 1,111 △593 △28円62銭

 

（２）個別 

 (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 
（平成22年3月23日発表） 

70,000 △450 370 △320 △15円 51銭

今回発表予想（Ｂ） 68,205 △1,426 △677 △1,260 △65円 17銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,795 △976 △1,047 △940     ―

増減率（％） △2.6   ―    ―   ―   ―

前期(平成21年8月期)実績 71,500 281 815 △908 △43円 84銭

 

３．修正の理由 

（１）通期連結業績予想の修正理由 

当連結会計年度におけるわが国経済は、海外経済の回復による輸出増加や設備投資の下げ止まりなどによ

り景気回復の兆しが見られたものの、急激な円高とデフレの影響もあり厳しい状況が続きました。 

個人消費については、政府の経済対策効果もあり回復傾向は見られたものの、雇用・所得環境の先行き不

透明感は依然続いており、低価格・節約志向など外食業界全体では引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中で、当社グループは様々な施策に取り組みましたが、消費低迷や低価格競争の影響が

予想以上に厳しく、売上高の低迷が続きました。この結果、当社グループの既存店売上高が通期で前年比

93.3％となったことなどにより、売上高計画は、前回予想を下回る見通しとなりました。 

また、売上高減少により売上総利益額が減少したことや店舗リストラクチャリングによる特別損失の計上

が影響し、営業利益、経常利益、当期純利益についても、前回予想を下回る見通しとなりました。 

（２）通期個別業績予想の修正理由 

個別におきましても、売上高減少により売上総利益額が減少したことや店舗リストラクチャリングによる

特別損失計上が影響し、前回予想を下回る見通しとなりました。 

 

なお、平成 22 年 8 月期の配当につきましては、当初の公表計画通り期末配当として１株当たり 11 円（通

期では21円）を予定しております。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等

は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


